
　

26
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
東
京
都
港
区
の

国
立
新
美
術
館
で
開
か
れ
る
「
第
38
回
産
経

国
際
書
展
新
春
展
」（
産
経
新
聞
社
、
産
経

国
際
書
会
主
催
）
で
、
東
京
都
か
ら
は
練
馬

区
の
会
社
員
、
新
井
紫
燕
（
し
え
ん
）
さ
ん

（
31
）
が
一
般
公
募
の
部
の
最
高
賞
、
産
経

新
聞
社
賞
に
輝
い
た
。

　
「
受
賞
は
驚
き
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
宗
像
翠
龍
先
生

（
日
本
書
蒼
院
常
任
理
事
）
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
新
井
さ
ん
。

　

題
材
は
、中
国
盛
唐
の
詩
人
、李
太
白（
り
・

た
い
は
く
、
７
０
１
～
７
６
２
年
）
に
よ
る

漢
詩
「
聞
王
昌
齡
左
遷
龍
標
尉
遙
有
此
寄
」

（
王
昌
齢
の
竜
標
の
尉
に
左
遷
せ
ら
る
る
を

聞
き
、
遙
か
に
此
の
寄
有
り
）。
書
体
は
こ

れ
ま
で
隷
書
中
心
に
活
動
し
て
き
た
が
、
今

回
、
考
古
学
的
に
は
青
銅
器
銘
文
と
称
さ
れ

る
「
金
文
」
に
初
挑
戦
し
、
受
賞
を
成
し
遂

げ
た
。

　
「
一
字
の
中
で
墨
の
量
や
線
の
太
さ
と

い
っ
た
メ
リ
ハ
リ
、
そ
し
て
他
の
文
字
と
の

余
白
や
調
和
が
難
し
か
っ
た
。
俯
瞰
（
ふ
か

ん
）
し
て
み
た
と
き
に
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

美
し
さ
に
一
番
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」

　

書
道
は
小
学
校
６
年
間
、
近
所
の
習
字
教

室
に
通
い
、
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
た
が
、
大

学
４
年
生
で
再
開
し
た
。「
今
後
は
仕
事
と

し
て
書
道
を
メ
イ
ン
に
切
り
替
え
、
映
像
や

タ
イ
ト
ル
な
ど
幅
広
い
分
野
と
も
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
き
た
い
」
と
新
井
さ
ん
。
ま
す
ま
す
精
進

し
て
い
く
構
え
だ
。

   活動の幅を広げていきたい

産
経
新
聞
社
賞
を
受
賞

し
た
新
井
紫
燕
さ
ん

　
国
際
書
展
新
春
展
　
産
経
新
聞
社
賞
受
賞

�

新
井
紫
燕
さ
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